
 

 

第２学年〇組 

数学科学習活動援助案 

援助者 管原 康起  

活動主題 「起こりやすさを数学で考える」 

活動の価値 

 学問としての確率論は賭博から始まった。16 世紀のイタリアの数学者、ジェロラモ・カルダーノは、

「数学をなんとか賭博に役立てることが出来ないものか」と考え、サイコロギャンブルの勝利のため

に数学を活かそうとした。これが確率論の始まりだといわれている。その後、フランスの哲学者ブレ

ーズ・パスカルと、数学者のピエール・ド・フェルマーの間でサイコロ賭博をテーマにした書簡のや

りとりが行われる。このやりとりが現代の確率論につながる議論へと発展していった。さらにその後、

18 世紀から 19 世紀にかけて、フランスの数学者ピエール＝シモン・ラプラスはそれまでの確率論を

統合する研究を行い、古典的確率論と呼ばれる理論まとめた。このように、確率は日常の娯楽から始

まり、学問として体系化されて 300 年ほどと、2000 年の数学の歴史から見ると新しい学問である。現

在確率は、例えば天気があやしく、傘を持っていくかどうか悩むとき、「降水確率が 30％なので傘を

持っていかない」というように、結果が不確かな事象について判断するために誰もが活用している。 

 本活動は、「起こりやすさを数学で考える」を活動主題とし、場合の数をもとにして確率を求める活

動を設定する。この活動を通して子どもは、多数回の試行をしなくても確率を求めることができるこ

とを理解することができる。また、実際に確率を求め、その確率をもとにして事象を考察し、自分な

りの判断をすることができる。さらに、不確定なことを予測し、予測をもとに判断し、主体的に行動

する態度を養うことができる。このことから、これからの不確定で予測困難な時代に、物事を能動的

に判断していく力をはぐくむ上で大変意義深い。 

子どもの実態 

本学級の子ども（〇名）は、小学校６年生の算数科で、あることがらの起こりうる場合の総数につ

いて、樹形図を用いて数えるなど、場合の数について学んでいる。また、中学１年生で、多数回の試

行による確率を学んでいる。事前に行ったレディネステストやアンケートにおいて、多数回の試行に

よる確率を求めることについてはすべての問題の正答率が〇％以上であった。しかし、試行が多いと

きの相対度数が確率になるということを使う問題の正答率は〇％であった。また、「確率とはどういう

ものか」という質問について「物事の起こりやすさのこと」ということを答えることができた子ども

は〇人であった。さらに、「もしも確率を学ばない（知らない）世界はどんな世界だと思うか」という

質問について、「先の予測ができない（困難な）世界」と答えることができた子どもは〇人であった。

また、確率を使って、先のことを予測する問題については、正答率が〇％であった。 

以上のことから、子どもは多数回の試行による確率について、与えられた条件から確率を求めるこ

とはできるが、試行が多ければ多いほど確率が一定になることの知識を使うことができていないこと

が分かった。したがって、場合の数をもとにして確率を求める本活動を通して確率の必要性や意味を

再度理解することができるようにしていくことが必要である。さらに、確率を知ることで、不確定な

事象でも先のことを予測することができるという確率のよさについてとらえることができていない子

どもが多い。また、先のことを予測するために確率を使う技能も身についているとはいえない。した

がって確率を使って不確定なことを予測し、その予測をもとに判断し表現できるようにしていくこと

が必要である。 

活動の援助観 

そこで本活動では、場合の数をもとにして得られる確率の必要性と意味を理解し、身の回りの事象

について確率を求めることができるようにするとともに、不確定な事象を、確率を用いてとらえ、考

察し、表現することができるようにすることをねらいとする。そのために、次のような援助を行う。 

・確率の学習への意欲を高めることができるように、ババ抜きを行い確率を求める活動を設定する。

その後、学習課題を設定することができるように、もっと簡単に求めることができないかを問う。 

・場合の数をもとにして得られる確率の必要性と意味を理解できるように、多数回の試行によって得

られる確率と比較する場を設定する。その後、場合の数をもとにして確率を求めることができるよ

うに順列や組み合わせの数え方を調べる場を設定する。 

・不確定な事象を確率を用いてとらえ考察し表現できるように、レポートを作成する場を設定する。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%94%E3%82%A8%E3%83%BC%E3%83%AB%EF%BC%9D%E3%82%B7%E3%83%A2%E3%83%B3%E3%83%BB%E3%83%A9%E3%83%97%E3%83%A9%E3%82%B9


 

 

 

 

 

 

 

活動計画（９時間） 

次 時 学習活動・内容 子どもの問いと思考 援助のねらい・内容・方法 

一 

１ 

①  

１ ２人でババ抜きをしてい

る時、それぞれ２枚、３枚も

っている状況では、どちらが

勝つ確率が高いか調べる。 

（1）試行して確率を求める。 

 ・２枚の方は３／４に近づく 

（2）学習課題を設定する。 

 

 

 

 

２枚の方が勝ちやす

そうだけど、確率はど

のくらいかな。 

 

 

 

 

 

 

 

・確率の学習への意欲を高める

ことができるように、ババ抜き

を行い確率を求める活動を設定

する。 

・学習課題を設定することがで

きるように、もっと簡単に求め

ることができないかを問う。 

二 

１ 

③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

③ 

 

２ 同様に確からしいことに

着目して、確率を求める方法

を考察する。 

(1)起こりうる場合の数をもと

に、確率の求め方を考える。 

 ・同様に確からしい 

(2)確率のとりうる値の範囲に

ついて考える。 

 ・確率Pは0≦P≦1の範囲 

 ・起こらない確率は1-P 

(3)並べ方（順列）による確率

の求め方について考える。 

 ・樹形図 

(4)組み合わせ方による確率の

求め方について考える。 

３ 順列や組み合わせの考え

を使っていろいろな確率を

求める。 

 ・くじをひく順番の問題 

 ・席替えの問題 

 ・関数や図形を使った問題 

実験をしなくても確

率を求められないか

な。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いろいろな確率を求

めることができるか

な。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・場合の数をもとにして得られ

る確率の必要性と意味を理解で

きるように、多数回の試行によ

って得られる確率と比較する場

を設定する。 

・場合の数をもとにして確率を

求めることができるように、順

列や組み合わせの数え方を調べ

る場を設定する。 

 

・場合の数をもとにして確率を

求めることができるように、い

ろいろな確率の求め方を考える

場を設定する。 

 

三 

 

 

１ 

② 

 

４ 現実の世界の事象につい

て確率を使って傾向を捉え、

説明する。      

・身近な事象について傾向

を捉え、説明する 

 

確率を使って自分の

考えを説明すること

ができるかな。 

 

 

 

 

・不確定な事象を確率をもちい

てとらえ、考察し、表現できる

ように、レポートを作成する場

を設定する。 

場合の数をもとにして得られる

確率の必要性と意味を理解し、

身の回りの事象について確率を

求めることができるようにする 

不確定な事象を、確率を用いて

とらえ、考察し、表現すること

ができるようにする。 

○ 子どもの学習目標 

計算で確率を求め、自分の

考えを、確率をもとに説明す

ることができる。 

○ 教師の援助目標 

場合の数をもとにして得られる確率の必要性と意味を理解

し、身の回りの事象について確率を求めることができるよう

にするとともに、不確定な事象を、確率を用いてとらえ、考

察し、表現することができるようにする。 

。 

確率を使って説明が
できたぞ。 

全体と、起こりうる
ことがらが何通りか
がわかれば計算で求
め る こ と が で き る
な。 

何通りかを数えるこ
とができたら求めら
れるな。 

学習課題 

実験をしなくても確率を求め

る方法を調べよう。 

もっと簡単に求めら
れないかな。 

確率の学習への意欲を高め、学

習課題を設定することができる

ようにする。 

本
時 

２
／
３ 



本時 公開授業２ 第２学年〇組教室 第二次の２時（２／３）  

本字の援助観 

 前時までに子どもは、場合の数をもとにした確率について、その必要性と意味を理解している。また、

くじをひく順番であたる確率は変わるのかを考え、場合の数をもとにして確率を求めることができるよう

になってきている。そこで本時は、席替えの場面において友達と近く（前後左右）になる確率を求める活

動を設定する。さらに、条件の一部を変更した事象について考え、追究する活動を設定する。 

主眼 

席替えで友達と近くになる場合について、場合分けを行うことで場合の数を導きだし、確率を求めるこ

とができるようにする。 

本時の過程 

学習活動・内容 援助のねらい・内容・方法 形態 配時 

１ 前時の内容を確認し、めあてを設定する。 

（1）席替えの場面の題意を把握する。 

 

   

 

 

 

(2)問題を焦点化し、めあてを設定する。 

 

 

 

 

・本時の問題を把握することができるよう

に、プレゼンテーションを使って問題を

提示する。 

・本時学習の方向性をつかむことができる

ように、問題を焦点化し、めあてを設定す

る場を設定する。 

 

 

 

 

一

斉 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

   

２ 20 人のクラスでの確率を求める。 

(1)自力解決を行う。 

  ・Ａさんの席の選び方は 20 通り 

  ・Ｂさんは 19 通り 

  ・ＡさんとＢさんの席の選び方は 380 通り 

  ・前後左右になるのは３つの場合を考える

と、62通りなので確率は 62/380（約 16％） 

(2)考えを交流する。 

 

３ 条件を変更した問題の確率を求める。 

(1)条件を変更した問題を把握する。 

 

 

 

 (2)確率を求め、交流する。 

・全体は 1560 通り 

・Ａが両端のどこかをひいたとき、Ｂが隣

になるのは 14 通り 

・Ａが両端以外をひいたとき、Ｂ本時が隣

になるのは 52 通り 

・ＡとＢが隣同士になる総数は 66 通り 

・隣通しになる確率は 66/1560（約４％） 

 

 

 

 

・場合分けを行い、確率がどのくらいになる

のかを追究することができるように、自力

解決の場を設定する。 

・確率を求め、考察することができるよう

に、班や全体で考えを交流する場を設定す

る。 

 

・条件を変更した問題に意欲的に取り組む

ことができるように学級の席替え場面に

ついて考える場を設定する 

 

・条件を変更した問題をそれぞれが追究す

ることができるように、小集団で協働して

追求する場を設定する。 

 

 

 

 

個 

 

／ 

 

小

集

団 

 

／ 

 

学

級

集

団 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

38 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 本時をまとめ、振り返る。 

 

 

 ・だったら、同じ班になる確率は？ 

 

 

 

・本時学習をまとめ、新たな問いをもつこと

ができるように、本時の振り返りを書く

場を設定する。 

学

級

集

団

／

個 

 

 

５ 

 

 

 

問題を把握し、本時学習の方向性をつかむ

ことができるようにする。 

ＡとＢが近くになる確率を求めよう 

条件を変更した新たな問いをもつことが
できるようにする。 

20 人のクラスで、くじで 

席替えをするとき、Ａと 

Ｂが近くになる（前後左右 

になる）確率は？ 

場合分けを行うことで場合の数を導き出
し、確率を求めることができるようにする。 

場合分けをすれば何通りかが分かるので確
率が求められる。 

附中の２年〇組で、ＡとＢが隣同士になる確

率は？ 



活動の評価 

 

※ 知：知識・技能  思：思考・判断・表現  態：主体的に学習に取り組む態度 

知識・技能 

・場合の数をもとにして得られる確率の必要性と意味を理解することがで

きる。  

・順列や組み合わせの考え方で、全体や場合の数を見いだす方法を理解す

ることができる。 

思考・判断・表現 
・身の回りの事象について確率を求めることができる。   

・身の回りの事象を、確率を用いて考察し、表現することができる。 

主体的に学習に 

取り組む態度 

・確率の学習に関心を持ち見通しを持って学習に取り組もうとしている。 

・確率を用いて問題を解決した過程を振り返り、発展的に考えようとして

いる。    

次 時 学習活動 評価規準（観点：方法） 
指導の個別化（手立て

） 

一 

１ 

① 

１ ２人でババ抜きをしている時、

それぞれ２枚、３枚もっている状

況では、どちらが勝つ確率が高い

か調べる。 

（1）試行して確率を求める。 

（2）学習課題を設定する。 

 

 

 

 

確率の学習に関心を持ち、

見通しを持って、学習に取

り組もうとしている。 

（態：ノート、様相観察） 

勝ち負けを整理しやす

い表を提示し、活用しな

がら行うように助言す

る。 

二 

１ 

③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

③ 

 

 

２ 同様に確からしいことに着目

し確率を求める方法を考察する。 

(1)起こりうる場合の数をもとに、

確率の求め方を考える。 

(2)確率のとりうる値の範囲につい

て考える。 

(3)並べ方（順列）による確率の求

め方について考える。 

(4)組み合わせ方による確率の求め

方について考える。 

 

３ 順列や組み合わせの考えを使

っていろいろな確率を求める。 

場合の数をもとにして得

られる確率の必要性と意

味を理解することができ

る。    

（知：ノート） 

 

計算で求められる場合

の条件（同様に確からし

い）と、計算での確率の

求め方について、つまず

きに応じて説明する。 

順列や組み合わせの考え

方で全体や場合の数を見

いだす方法を理解するこ

とができる。 

（知：ノート） 

樹形図などの図を使う

ことを促し、視覚的・具

体的に数えることがで

きるようにする。 

身の回りの事象について

確率を求めることができ

る。       

（思：ノート） 

全体は何通りか、求める

部分は何通りかを問う。 

三 

１ 

② 

 

４ 現実の世界の事象について確

率を使って傾向を捉え説明する。      

 

身の回りの事象を確率を

用いて考察し、表現するこ

とができる。  

（思：ノート） 

確率を求め、考察したこ

とを説明することがで

きるようにつまずきに

応じた助言をする。 

確率を用いて問題を解決

した過程を振り返り、発

展的に考えようとしてい

る。    

 （態：ノート） 

これまでの学習をノー

トをもとに振り返り、ど

こを「もしも」で変更し

たいのかを問う。 

学習課題 

実験をしなくても確率を求める

方法を調べよう。 


